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長谷川誠子 

7 月例会 議事録 

日時： 令和 5 年 7 月 6 日（木） 14:00～16:00   

場所： 川本本店  茶論［縁］（さろん「えん」） 

出席者 10 名 川本 阪田 阪田 笹嶋 鈴木 清野 長谷川 藤原 牧 吉田          

1 毎年 7 月の例会は総会を兼ねています。事業報告・決算報告・監査報告・役員改選・事業報

告・収支予算案とも出席者全員の一致で承認されました。決算報告書を 7 ページに掲載してい

ます。 

2 10 月 20 日(金)に京都迎賓館を見学します。牧さんと長谷川さんに行程作成をお願いしました。

8 月 15 日ころに案内、申し込み締め切りは 8 月 31 日(木)を予定。昼食は京都ガーデンパレス

を予定。 

3 11 月 29 日(水)石山寺周辺を散策。昼食は石山寺門前の湖舟。昼食は「しじみ釜めし」をいただ

きます。 

4 12 月 12 日(火)に河原町周辺散策を散策します。昼食は北京料理の東華菜館。現存する日本最古

のエレベーターが稼働しています。  

5 今後の例会実施日 8 月なし 9/7(木) 10/5(木) 11/2(木) 12/7(木) 1 月なし 2 月なし  

3/7(木) 4 月なし 5/9(木) 6/6(木) 7/4(木)  

6 外部との懇談会を 10 月 5 日(木)に予定しています。 

7 8 月 8 日(火)に弁天さんの花火大会が 4 年ぶりに実施されます。19 時 30 分から 20 時 30 分ま

で。小雨決行。荒天時は中止、順延なし。 

8 日本経済新聞の私の履歴書に伊東豊雄さんが掲載されています。伊東豊雄

さんは新市民会館「おにクル」の建設に携わった建築家です。 

以 上 
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神社の格式 二十二社 

日本には 8 万社ほどの神社が存在しており、それぞれの神社には「社格」というランク付

けが存在しています。社格のひとつに「二十二社」があります。「二十二社」は国家的な重大

事や天変地異などの際、国(朝廷)が神前に供物をささげた特別の存在でした。平安時代に制

定されましたが昭和 21 年に GHQ による神道指令によって廃止されました。制度はなくなり

ましたが、その思想は現在に受け継がれています。二十二社の中でも格式の高い順に上七社、

中七社、下七社に分かれています。朝廷のいた近畿地方を中心に選定されているのは、供物

を届けるのに遠方は日数がかかったためと推定されます。二十二社を以下に記載します。名

高い神社だけではなく、耳慣れない神社も含まれています。今後、街 ing で訪ねる機会があ

るかもしれません。 

なお、全部で 22 社になっていないのは、上賀茂神社と下鴨神社をひとつとして数えるなど

の理由によるようです。 

 

上七社  伊 勢 神 宮  (内宮と外宮) 三重県伊勢市   

   石清水八幡宮 京都府八幡市 

  上 賀 茂 神 社 京都市 

  下 鴨 神 社 京都市 

  松 尾 大 社 京都市 

  平 野 神 社 京都市 

  伏見稲荷大社 京都市 

  春 日 大 社 奈良市 

中七社  大 原 野 神 社 京都市 

  大 神 神 社 奈良県桜井市 

  石 上 神 宮 奈良県天理市 いそのかみじんぐう 

  大 和 神 社 奈良県天理市 おおやまとじんじゃ 

  廣 瀬 大 社 奈良県北葛城郡 

  龍 田 大 社 奈良県生駒郡 

  住 吉 大 社 大阪市 

下七社  日 吉 大 社 滋賀県大津市 

  梅 宮 大 社 京都市 

  吉 田 神 社 京都市 

  廣 田 神 社 西宮市 

  八 坂 神 社 京都市 

  北 野 天 満 宮 京都市 

  丹生川上神社 奈良県吉野郡 にうかわかみじんじゃ 

     貴 船 神 社 京都 
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五色幕 

お寺を訪ねた際、壁などに五色の幕が取り付けられているのを見かけます。この幕は

五色幕
ご し き ま く

と呼ばれるもので、そこが仏教の寺院であることを示しています。また、お釈迦様の

説いた教えを広く流布させることを表しています。五色幕はお寺の祝祭、落慶法要や花祭り

などの大きな行事の時にお寺の壁面や堂内の入り口に掛けられます。言わば「仏教の幕」み

たいなものです。その美しい色彩と伝統的なデザインは、催事の雰囲気を一層豊かに演出し、

参加者たちに喜びと祝福をもたらす効果もあります。 

 

 

五色にはそれぞれお釈迦様の体の部位が表現されています。 

緑---毛髪   黄---身体   赤---血液  白---歯  紫---袈裟 

五色すべて集まると、それはお釈迦様そのものだということになります。まさに仏教の幕と

いうことになります。 

 

これらの配色は、日常の生活の中でもみることができます。例えば、鯉のぼりの吹き流し。

成長していく子供たちに魔が寄らないようにと魔除けの意味で五色が使われています。ほか

にも七夕の短冊。「♪五色の短冊～」と歌詞にもあるように、願い事を書いて笹の葉につるす

短冊も五色です。 

 

 

五色幕は、その美しい色彩や象徴的な意味合い

から、日本の仏教文化や美学のシンボルの一つ

になっています。お寺で五色幕を見かけたら、

五色幕あるところにお釈迦様あり、お釈迦様あ

るところに救いあり、と理解すればよいと言え

るでしょう。 
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釧路湿原を味わってきました     杉 田 宗 三 

7 月初旬に北海道に行ってきました。石狩市在住の長男に逢いに行くのが目的で

道内旅行はその付帯行事、今回は釧路湿原に的を絞った観光をしました。 

道内の移動はレンタカーで、休暇がとれた長男が運転を担当し総走行距離は 997 ㎞でした。 

 釧路湿原には 24 年前に知床に行く途中で立ち寄ったことがありますが、釧路市湿原展望

台から散策用の木道に入ったものの延々と続くハンノキ林などで視界が遮られ途中から引き

返し、湿原の眺望を楽しむことが出来ませんでした。 

その反省の下に今回の初日は１時間以上を掛けて散策する計画でしたが、行程途中のオン

ネトーや阿寒湖周辺で時間を費やし、湿原展望台への到着が遅れ前回と同じ結果でした。 

 翌日は JR 釧路駅から塘路駅まで片道 45 分掛けて走るノロッコ号に往復乗車し湿原観光

を楽しみました。丹頂鶴や鹿の水浴びなども車窓から見れました。 

ノロッコ号の広報には「見どころスポットでは列車を減速させ、車内アナウンスによるガイ

ドも行われるので、湿原の魅力を堪能できる」とありますが、実際は車窓からは林の景色が

多く期待したほどでなく少々ガッカリ。ただ、人気列車のため 2 カ月前予約が必要です。 

 この後、車で行けるところで直ぐに開けた眺望が楽しめる細岡展望台に向かいました。 

ここの眺望こそ求めていたもので、正に釧路湿原を味わうことが出来ました。 

 なお、釧路湿原を堪能するには、時間をかけたトレキングが必要と感じました。 
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釧路湿原の基礎知識 

『釧路湿原国立公園』は、昭和 62 年７月に国内 28 番目の国立公園として誕生しました。 

当初、広大な湿原部分と湿原東部に位置する海跡湖や周辺丘陵部を含む 26,861ha が指定さ

れ、平成 23 年 9 月に 28,788ha に公園面積が拡大されました。自然環境の保護や適正な公園

利用を図るため、公園計画が定められています。 

◆指定の理由（釧路湿原国立公園指定書より抜粋） 

 本地域は、北海道の東部、釧路川に沿って展開する我が国最大の湿原、釧路湿原を中核とす

る地域である。釧路湿原においては、他の地域では既に喪失してしまっている我が国の平野部

の原自然が保存されており、湿原全体を支配するヨシと散在するハンノキ林、蛇行する河川等

が構成する自然性の高い広大な水平的景観は、我が国では他に類例のない特異性を持ってい

る。 

 高層湿原、中間湿原、低層湿原それぞれに特徴的な植生が見られ、特別天然記念物タンチョ

ウをはじめとする各種鳥類のほかキタサンショウウオ、エゾカオジロトンボ等貴重な動物が生

息している。 

 また、湿原の主要部は、「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」（ラ

ムサール条約）の登録湿地とされるなど本湿原は国際的にも高く評価されている。 

◆釧路湿原データ 

日本で最も広い湿原。東西最大幅 25km、南北 36km 面積 22,070ha(湖沼含む) 

東部に塘路湖、シラルトロ湖、達古武湖の 3 つの海跡湖があります。 

釧路湿原は、わが国最大の湿原で、大阪市の面積に匹敵する広さです。 

 

釧路湿原はヨシ・スゲ湿原、ミズゴケ湿原、中間

湿原で構成されますが、ほとんどがヨシ・スゲ湿

原です。 

釧路湿原の地層は表面から 1～4m には泥炭層が

敷き詰められており、その下には泥や砂、小石、

海の貝などの化石を含む地層となっています。 

釧路湿原は西側が高く東側が低く、東側に河川や

湖沼が集まっています。 
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お盆の思い出            

                               

南野 利江 

私は、「壬生」という京都の下町に生まれ育ちました。お盆になると、  

母とお墓参りをするのが恒例でした。暑くなる前、朝一番に私の運転で 

でかけます。 早朝の墓場は整然と掃き清められ、その非日常の空間は、清々しく、お墓参

りは私の楽しみでもあり、母へのささやかな親孝行でもあったと思っています。  

（ここからは子供の頃の話ですが） お盆が過ぎれば  「地蔵盆」です。町内ごとに小さな祠に

お地蔵様がありました。地蔵菩薩は 子供の守り神であり、みんな「おじぞうさん」と親し

んでおりました。 

町内の出口と入口には大きな行灯があげられ、 それぞれの家の玄関には 40ｃｍ程の手づ

くりの行灯をかかげました。 細い木で枠を作り、周りに自分で描いた絵を

貼り付けます。 夜には蝋燭の火で絵が照らし出されます。 

家族が順番にいろいろな絵を描きました。 毎年、何を描くかが苦労であり、 

楽しみでもありました。 近所の行灯の絵を見て回るのも楽しみでした。 

お地蔵様の前には一坪くらいの床がつくられます。 そこには 各家からの

お供えの品が並びます。 ぶどう、すいか、菓子、お饅頭、など いっぱい！ おやつ券が

配られ、子供達は 日に二度のおやつの時間を楽しみにしました。また、金魚釣り、紙芝居、

スイカ割、なども行われました。  

そして夜になると「盆踊り」です。 町内の真ん中に 櫓が建てられその上で太鼓をたたき、 

その周りを、浴衣を着て踊ります。 東海林太郎の「野崎まいり」、春日八郎の「お富さん」、

「炭坑節」などが定番でした。 簡単な振りだから、誰でも 初めてでも すぐに覚えて輪

に入れるのが盆踊りのいいところです。 盆踊りは 本来はお盆で迎えた精霊を見送るため

のものだそうです。  

昔の大人たちは こうして三日間も子供達のために準備をして世話を 

してくれました。 子供たちに「楽しかった！」という思い出を残して 

あげること、それはきっと人との繋がりの大切さを知り 他人を思いやる 

心となって残っていったのではないでしょうか。 
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  次回のイベント 

 街歩き 10 月 17 日(火) または 10 月 20 日(金) 京都迎賓館周辺 詳細は未定     

 

 

次回『街 ing いばらき』例会のご案内 

日 時： 令和 5 年 9 月 7 日(木) 14:00～16:00  8 月の例会はなし 

場 所： 川本本店 茶論「縁」 （サロン「えん」） 

住所：茨木市上泉町６－２９   TEL：072-624-5552   

    内 容： １． 10 月の京都迎賓館   

         ２． 11 月の石山寺 

             ３． 10 月の外部者との懇談会   他   

 

 

  

   茨木のまちづくりを考える市民グループです。といってもあまり硬いことでは 

なく、月一回の例会や年 5 回程度の街歩きを行っています。 

参加資格は問いません。入会に関心のある方は、お問い合わせください。 

 とりあえずのご見学や、イベントの単発参加も歓迎します。 

  入会金 1,000 円 会費 年間 2,000 円(一か月 170 円) 

 

≪ 編集後記 ≫ 

● 街 ing が発足してから 21 年が経過、21 回目の総会が終了しました。22 年目の活動が始まっ

ています。コロナが下火になり街なかでは観光客が増加しています。街 ing の次の行事は 10

月。引き続き無事故で実施していきたいです。 

● 10 月、11 月、12 月とイベントを年内に 3 回計画しています。「建物見学プラス昼食をちょっ

と贅沢に」路線は継続していきます。ぜひご参加ください。 

 

 

≪ 編集・発行 ≫ 

阪田 浩 〒 567-0881  茨木市上中条一丁目 10-22                 

Tel/Fax 072-627-3480 e-mai l ： ibarak isakata＠ crux .ocn .ne . jp  

街 ing ホームページ : http//wwa.machiing-ibaraki.com/ 

ホームページは杉田さんが作成されています。ときどきはのぞいて 

みてください。 

2023 年 7 月現在での訪問者は 9,990 <前月比 20 の増加> となっています。 

 


